
本成果は、予測モデルの精度向上を通
じて、より適切な気候変動対策の立案、
ひいては将来のコメの安定生産に貢献し
ます。

普及・社会実装への道筋

研究の概要 実測値とモデル予測値の比較

モデル予測の変動要因
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国際連携研究で大気CO2濃度上昇時のコメの収量予測の信頼性を向上
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16種類のコメ収量予測モデルを用いて、CO2濃度が上昇した際のコメ収量の
予測精度を評価しました。その結果、個々のモデルの予測値には大きなばら
つきがあるものの、複数の予測モデルを用いることでコメ収量への影響を精度
良く予測できることがわかりました。

世界各地で開発された16のコメの収量予測モデル
による予測値と、日本と中国で実施された屋外での
実験、およびアメリカで実施された室内での実験に
よる実測値を比較し予測精度を検証しました。

上段は対照CO2濃度区で得られた収量、下段は高CO2濃

度にした際の収量の増加率。実測値は異なる年次や複数
の窒素条件で行った実験の平均値とその範囲（最高値と最
低値）、予測値は異なるモデルによる予測値の平均とその
範囲（最高値と最低値）を示します。

個々のモデルによる葉面積とバイオマスの高CO2
濃度による変化率の推定値（日中のFACE実験）。
対照CO2濃度区からの変化率。
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モデル間の推定
値の変動は、葉
面積の推定値に
よるところが大き
いことから、葉面
積の推定が精度
向上に重要であ
ることがわかりま
した。

モデル間の予測には大きなばらつきがあり
ましたが、予測の平均値は屋外、屋内の実
測値とよく一致しました。
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